
＃161：「イエスの十字架」は旧約聖書の此

処に暗号化されていた。 
●イエスの十字架（ʥʹʩ� ʡʬʶ 

Jesus' cross）検索。最小スキッ

プはイザヤ66:18に、わずかスキップ数-3で暗号化（マトリクス分析は

10以上が必要なので示せない）。 ●聖書本文 kイザヤ66:18 「わ

たしは彼らのわざと、彼らの思いとを知っている。わたしは来て、す

べての国民と、もろもろのやからとを集める。彼らは来て、わが栄光

を見る。 66:19 わたしは彼らの中に一つのしるしを立てて、のがれた

者をもろもろの国、すなわちタルシシ、よく弓をひくプトおよびルデ、ト

バル、ヤワン、またわが名声を聞かず、わが栄光を見ない遠くの海

沿いの国々につかわす。彼らはわが栄光をもろもろの国民の中に伝

える。 66:20 彼らはイスラエルの子らが清い器に供え物を盛って主

の宮に携えて来るように、あなたがたの兄弟をことごとくもろもろの国

の中から馬、車、かご、騾馬、らくだに乗せて、わが聖なる山エルサ

レムにこさせ、主の供え物とする」と主は言われる。 66:21 「わたしは

また彼らの中から人を選んで祭司とし、レビびととする」と主は言われ

る。 66:22 「わたしが造ろうとする新しい天と、新しい地が／わたしの

前にながくとどまるように、あなたの子孫と、あなたの名は／ながくと

どまる」と主は言われる。 66:23 「新月ごとに、安息日ごとに、すべて

の人はわが前に来て礼拝する」と／主は言われる。 66:24 「彼らは

出て、わたしにそむいた人々のしかばねを見る。そのうじは死なず、

その火は消えることがない。彼らはすべての人に忌みきらわれる」。

◆栄光の顕現 ●解説 「イエスの十字架」は、どこかの高名な聖書

研究者が発表しているのかも知れないが、自力で検索してみて驚い

た。まさかイザヤ書66章とは。イザヤ書は全66章で内容が新旧約聖

書66巻に対応しているとも考えられる深遠な書物だ。その66:18にピ

ンポイントで暗号化とは。「全ての信仰者が集められ神の栄光を見

る」という預言の意味は「イエスの十字架」という驚くべき暗号となって

いた。 

●次に「十字架（ʺˣʶ ʏʧ ʔʬ cross）」のみで聖書の深遠を探ろう 

最小スキップ数-2で全て士師記、サムエル記上に暗号化。 

※その① 

士14:5 かくて

サムソンは父母

と共にテムナに下って行った。彼がテムナのぶどう畑に着くと、一頭

の若いししがほえたけって彼に向かってきた。14:6 時に主の霊が激

しく彼に臨んだので、彼はあたかも子やぎを裂くようにそのししを裂

いたが、手にはなんの武器も持っていなかった。しかしサムソンはそ 

 

 

のしたことを父に

も母にも告げな

かった。 

その③ 

士 15:14 サム

ソンがレヒにきたとき、ペリシテびとは声をあげて、彼に近づいた。そ

の時、主の霊が激しく彼に臨んだので、彼の腕にかかっていた綱は

火に焼けた亜麻のようになって、そのなわめが手から解けて落ちた。 

※その

② 

士 14:18 七日目になって、日の没する前に町の人々はサムソンに

言った、／「蜜より甘いものに何があろう。ししより強いものに何があろ

う」。サムソンは彼らに言った、／「わたしの若い雌牛で耕さなかった

なら、／わたしのなぞは解けなかった」。14:19 この時、主の霊が激し

くサムソンに臨んだので、サムソンはアシケロンに下って行って、その

町の者三十人を殺し、彼らからはぎ取って、かのなぞを解いた人々

に、その晴れ着を

与え、激しく怒っ

て父の家に帰っ

た。 

その④ 

サム上 10:10 

彼らはギベアにきた時、預言者の一群に出会った。そして神の霊

が、はげしくサウルの上に下り、彼は彼らのうちにいて預言した。 



●解説 つまり「十字架」は、「主の霊が激しく（彼に）臨んだ」の中に

組み込まれて士師記とサムエル記上で計4回暗号化されていた（他

の書にはスキップ-2暗号はない）。※４つの例を列記する必要はない

のだが、私の備忘録も兼ねて全て例示しておいた。 

士師記もまた不思議な書物なのだが、暗号の教示がなければ、サム

ソンがライオンを素手で裂いた奇跡、敵３０人に一人で勝利した奇

跡、縛られていた手の綱を溶かすようにほどいた奇跡、またサムエル

記上でのサウルの預言の奇跡が全て「主の霊が激しく臨んだ十字架

の奇跡」の予表として神が用意した出来事だったことには気が付か

ないだろう。 

これらの霊的解き明かしは暗号に教えてもらわなければ全く不可能

だ。暗号はこの霊的予表の確かな証拠になっている。（ヨハ5:39 あな

たがたは、聖書の中に永遠の命があると思って調べているが、この聖

書は、わたしについてあかしをするものである。k） 

●そもそもヘブル語「救い主」に内包されていた「イエス」暗号➡どう

しても救い主の名前はイエスである必要があった！ 

旧約聖書ヘブル語で「救い主＝�ʔ̂ ʩ ʑ̌ ˣʮ」であり、

「イエス（キリスト）＝ʥʹʩ」である。よくよく観察して

欲しい・・ヘブル語の救世主の文字列の中にイエ

ス（キリスト）がスキップ数-1で内包されている！ 

つまり、旧約の信仰者が「私の救い主よ！」と叫び求めた時に、実は

内包（暗号化）された「イエス」を求めていたことになるのだ！ 

救い主は必ず「イエス」でなければいけなかった。創世のはじめから

イエスが救世主であることは神のご計画で暗号化されて保存されて

いたからだ。それで天使はこう命令した。※マタ 1:21 彼女は男の子

を産むであろう。その名をイエスと名づけなさい。彼は、おのれの民

をそのもろもろの罪から救う者となるからである」。 

※ヘブル語「イエス」が元来「救い主」の意味を持っていると記述して

いる文献も見たのだが、そうではないと思う。結果的にヘブル語「救

世主」は上記のようにヘブル語「イエス」を内包しているゆえのことだと

思う。またヘブル語「イエス」はヘブル語「イェシュア・ヨシュア」のギリ

シャ音訳なので、最初から「イエス＝救い主」の意味での使用はあり

得ない。 

●「三勇士」とは「十字架上のイエス」の予型 「イエスの十字架 

Jesus' cross ʥʹʩ� ʡʬʶ」については最初に分析した。しかし私は実はト

マス的な性格なので「十字架上のイエス」も分析して、両者に矛盾が

あればこの暗号分析は廃棄するつもりでいた。しかし実際の検索結

果は驚くべきものだった。 

「十字架上のイエス」を「十字架につけられたイエス Jesus crucified 

ʡʥʬʶ�ʥʹʩ」で検索（マトリクス省略）。 

 

 

 

 

最小スキップは歴代上11:19-28にスキップ数で83、最小第二は248

なので、第一にかなりの有意性がある。有名かつ難解な「ダビデの三

勇士」事件に暗号化されていた。 

●聖書表面テキスト  11:16 その時ダビデは要害におり、ペリシテび

との先陣はベツレヘムにあったが、 11:17 ダビデはせつに望んで、

「だれかベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水をわたしに飲ませ

てくれるとよいのだが」と言った。 11:18 そこでその三人はペリシテび

との陣を突き通って、ベツレヘムの門のかたわらにある井戸の水をく

み取って、ダビデのもとに携えて来た。しかしダビデはそれを飲もうと

はせず、それを主の前に注いで、 11:19 言った、「わが神よ、わたし

は断じてこれをいたしません。命をかけて行ったこの人たちの血をど

うしてわたしは飲むことができましょう。彼らは命をかけてこの水をとっ

て来たのです」。それゆえ、ダビデはこの水を飲もうとはしなかった。

三勇士はこのことをおこなった。 11:20 ヨアブの兄弟アビシャイは三

十人の長であった。彼はやりをふるって三百人に立ち向かい、これを

殺して三人のほかに名を得た。 11:21 彼は三十人のうち、最も尊ば

れた者で、彼らのかしらとなった。しかし、かの三人には及ばなかっ

た。 11:22 エホヤダの子ベナヤは、カブジエル出身の勇士であっ

て、多くのてがらを立てた。彼はモアブのアリエルのふたりの子を撃

ち殺した。彼はまた雪の日に下っていって、穴の中でししを撃ち殺し

た。 11:23 彼はまた身のたけ五キュビトばかりのエジプトびとを撃ち

殺した。そのエジプトびとは手に機の巻棒ほどのやりを持っていた

が、ベナヤはつえをとって彼の所へ下って行き、エジプトびとの手か

ら、やりをもぎとり、そのやりをもって彼を殺した。 11:24 エホヤダの子

ベナヤは、これらの事を行って三勇士のほかに名を得た。 11:25 彼

は三十人のうちに有名であったが、かの三人には及ばなかった。ダ

ビデは彼を侍衛の長とした。 11:26 軍団のうちの勇士はヨアブの兄

弟アサヘル。ベツレヘム出身のドドの子エルハナン。 11:27 ハロデ

出身のシャンマ。ペロンびとヘレヅ。 11:28 テコア出身のイッケシの

子イラ。アナトテ出身のアビエゼル。 

●解説「ダビデの三勇士」 「ダビデの三勇士」はⅡサムエル28:8～

にも並行記事があり、ヤショブアム、エルアザル、シャマのことだ。各

人の特徴は以下。 

①ヤショブアム(23:8)…槍の名手で一度に8百人を倒した。②エルア

ザル(23:9)…剣の名手で戦いの混乱の中、「手が剣にくっついて離

れなくなるまで」戦いペリシテ人に勝利した。③シャマ(23:11)…味方

は敗走したが、ただ一人「一面にレンズ豆を作った地所」（自分の持

ち場）を死守し逆転勝利に導いた。 

三勇士はダビデが「故郷の水が飲みたい」と呟いただけなのに、自分

の命を顧みず４０キロ以上離れた所を敵陣突破して水を持ち帰った。

命令もされていないのに…。 

ダビデは神の喩え。信仰の勇士は命令などなくても愛と忠誠心で命

を捨てて神の愛に応える。 

暗号は、三勇士はイエスの十字架の予型と言う。イエスは自分の命

を自ら捨て神の愛に応え、敵（サタン）に完全勝利され「死に打ち

勝った」。そして信仰者に永遠の命（水）を届けられたのだ。 

三勇士の武器は「槍」「剣」➡つまり「神の言葉」、そして「豊かに実っ

た地所」➡信者の育つ畑（教会の喩え）であり、確かに三勇士はイエ

スキリストの予型だった。               2020/07/21 Stefan 

※「十字架につけられたメシア Messiah crucified ʡʬʶʰ�ʧʩʹʮ」は有意

性低い（スキップ数20,085） 


